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美波町第 10 次高齢者保健福祉計画・ 

第 9 期介護保険事業計画策定について  

  

計画の策定にあたって 

１ 計画策定の背景 

日本の総人口は、令和５年 10 月 1 日現在で約 1 億 2,434 万人、うち 65 歳以上の高

齢者人口は、約 3,622 万人、総人口に占める割合（高齢化率）は約 29%となっていま

す（総務省統計局による概算値）。高齢者人口の増加及び生産年齢人口の減少が加速する中、令和

７年（2025 年）には団塊の世代が 75 歳以上、令和 22 年（2040 年）には団塊ジュニ

ア世代が 65 歳以上となることを見通すと、介護ニーズの高い 85 歳以上人口が急増し、

医療・介護双方のニーズを有する高齢者など様々なニーズのある要介護高齢者が増加

することが見込まれています。 

このような課題に直面する中で、制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け

手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が「我が事」として参画し、

人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで住民一人ひとりの

暮らしや生きがいを地域とともに創る社会「地域共生社会」の実現が求められていま

す。 

「地域共生社会」の実現のためには、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域

で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介

護・予防・生活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」を中長期的な視

点から深化・推進していくことが重要となります。 

こうした背景を踏まえ、本町は「第９次高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業

計画（令和３年度～５年度）」を策定し、基本指針の内容に円滑に対応するとともに、

2040 年を見据えて、地域包括ケアシステムを構成する「医療」「介護」「予防」「生活

支援」「住まい」の整備・充実のための取組や、認知症施策の推進、保険者機能の強化

などを総合的に図ってきました。本年度、この計画が終了することから、国や徳島県

の動向を踏まえつつ、施策の実施状況や効果を検証した上で、次期計画を策定します。 
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２ 基本指針（案）の見直しのポイント 

国では、市町村の介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画の策定に対して「基本指

針」を定めており、これに沿った計画策定が求められます。 

第９期計画における基本指針（案）見直しの視点としては、これまで進めてきた地

域包括ケアシステムの深化・推進に向けた取組や、介護人材確保及び介護現場の生産

性向上への取組を強化するための方策を充実させることが示されています。 

 

＜基本指針見直しのポイント＞ 

 

１．介護サービス基盤の計画的な整備 

① 地域の実情に応じたサービス基盤の整備 

  →中長期的な地域の人口動態や介護ニーズの見込みを踏まえた介護サービ

ス基盤の確保や医療・介護の連携強化等 

② 在宅サービスの充実 

  →地域密着型サービスのさらなる普及や複合的な在宅サービスの整備等 

２．地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた取組 

① 地域共生社会の実現 

  →総合事業の充実や認知症に関する正しい知識の普及啓発、地域包括支援

センターの業務負担軽減と質の確保、体制整備を図るとともに、属性や世代

を問わない包括的な相談支援等 

② デジタル技術を活用し、介護事業所間、医療・介護間での連携を円滑に進め

るための医療・介護情報基盤を整備 

  →デジタル技術を活用した医療・介護情報基盤の整備等 

③ 保険者機能の強化    

→給付適正化事業の取組の重点化・内容の充実・見える化 

３．地域包括ケアシステムを支える介護人材確保及び介護現場の生産性向上 

→介護人材を確保するための処遇の改善、人材育成への支援、職場環境の

改善による離職防止、外国人材の受入環境整備などの取組等 

 

（資料）「基本指針の構成について」（令和５年７月10日）第107回社会保障審議会介護保険部会

 

本町の高齢化は、全国平均よりも急速に進んでいるため、国の制度を活用しながらも、

本町の特性にあった高齢者福祉サービスの提供と介護サービスの基盤を整備が重要です。 

中長期的な介護サービス基盤の整備や地域の実情に応じた地域包括ケアシステムの深

化・推進を図るとともに、人材確保や介護現場の生産性向上を図るための具体的な施策

や目標について、既存施設・事業所の今後の在り方も含めた検討していくこととなりま

す。 
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計画の性格 

１ 法令等の根拠 

本計画は、老人福祉法（昭和 38 年法律第 133 号）第 20 条の８に基づく「市町村老

人福祉計画」及び介護保険法（平成９年法律第 123 号）第 117 条に基づく「市町村介

護保険事業計画」です。 

 

２ 高齢者保健福祉計画と介護保険事業計画の関係 

高齢者保健福祉計画は、65 歳以上のすべての高齢者を対象とした生きがいづくり、

日常生活支援、福祉水準の向上など、高齢者に係る福祉施策全般を範囲とする計画で

す。 

一方、介護保険事業計画は、65 歳以上の要介護等認定者（40～64 歳における老化

が原因とされる特定疾病者も含む）ができる限り住み慣れた家庭や地域において、自

らの意思に基づき利用する介護保険サービスを選択し、自立した生活を送れるよう、

必要となるサービスに関する整備目標等を取りまとめたものです。 

これら、要介護等認定者を含むすべての高齢者を対象とした高齢者保健福祉計画と、

介護保険サービスに関する介護保険事業計画は、相互が連携することによって、総合

的な高齢者福祉施策の展開が期待されることから、本町では両計画を一体的な計画と

して策定することとします。 

 

３ 他計画等との調和 

本計画は、「第 3 次美波町総合計画（令和 5 年度～令和 14 年度）」における高齢者

の保健福祉に係る部門計画の役割を担うとともに、「美波町ぬくもりハートプラン（障

がい者計画・障がい福祉計画）」をはじめとする保健福祉関連計画との調和を保ちなが

ら策定します。 

また、「徳島県高齢者保健福祉計画・介護保険事業支援計画（とくしま高齢者いきい

きプラン）」、国の「介護保険の事業に係る保険給付の円滑な実施を確保するための基

本的な指針（基本指針）」等との整合を確保するものとします。 
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４ 計画の期間 

本計画は、令和６年度を初年度とし、令和８年度を目標年度とする３か年計画です。

計画期間最終年にあたる令和８年度に、次期計画策定に向けた見直しを行います。 

 

計画の期間 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度 Ｒ10 年度 Ｒ11 年度 

      

      

 

 

５ 計画の推進 

各施策・事業の進捗や達成状況等の評価を行い、広報紙や町ホームページ等で公表

していきます。 

また、「地域包括支援センター運営協議会」によるセンターの適切な運営、公平・中

立性の確保に関する協議や、「地域密着型サービス運営委員会」における地域密着型サ

ービスに関する整備状況、サービス事業者からの申請等の審議を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画 

第 10 次高齢者保健福祉計画 

第９期介護保険事業計画 

計画見直し 

第 11 次高齢者保健福祉計画 

第 10 期介護保険事業計画 
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計画の策定方法 

１ 計画策定委員会による検討 

高齢者問題及び介護保険制度に関心を持つ住民・介護保険被保険者の代表、各種団

体の代表者、保健・医療・福祉関係者、学識経験者で構成される「美波町高齢者保健

福祉計画等策定委員会」を設置し、計画内容の検討を行います。 
 

計画策定委員会の開催（予定） 

開催日 検討内容 

第１回 令和５年 10月 30日 

 

• 委員委嘱、委員長及び副委員長の選任 

• 計画のポイント及び現状分析について 

• アンケート調査結果の報告 

第２回 令和６年２月（予定） • 計画素案について 

• 介護保険料額について 

第３回 令和６年３月（予定） • 計画案について 

 

２ アンケート調査の実施 

計画策定の基礎となるニーズ等の把握を目的に、軽度・一般高齢者を対象に「介護

予防・日常生活圏域ニーズ調査」、要支援・要介護認定を受けている方を対象とした在

宅介護実態調査を実施しました。 
 

調査の実施概要 

調査名 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 在宅介護実態調査 

対象者 町内在住の 65歳以上の高齢者 

（要介護認定を受けていない方） 

町内在住の要支援または要介護認定

を受け、自宅で生活する方 

実施時期 令和５年１月 20日から３月 24日 令和５年１月５日から３月 13日 

配布・回収方

法 

郵送による配布・回収 美波町社会福祉協議会職員による配

布・回収 

配布数 999票 129票 

回収数 651票 104票 

回収率 65.2％ 80.6％ 

※回答の割合は選択肢ごとに小数第二位で四捨五入しているため、その合計が 100.0％にならないものがあります。 
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実績値 推計値

高齢者を取り巻く状況 

１ 人口・世帯の状況  

 

（１） 人口動態  

本町の総人口は、第 8 期計画期間中は減少が続いており、令和５年９月末現在で

5,958 人、うち前期高齢者（65～74 歳）は 1,107 人、うち後期高齢者（75 歳以上）は

1,821 人、高齢化率は 49.1％となっています。 

推計では、令和８年の総人口は 5,361 人、うち前期高齢者（65～74 歳）は 956 人、

うち後期高齢者（75 歳以上）は 1,804 人、高齢化率は 51.5％の見込みとなっており、

総人口・高齢者人口ともに減少が続くことが見込まれますが、85 歳以上人口について

はおおむね横ばいで推移することが見込まれます。 

また、中長期的に見通すと、団塊ジュニア世代が 65 歳以上となる令和 22 年の総人

口は 3,258 人、うち前期高齢者（65～74 歳）は 595 人、うち後期高齢者（75 歳以

上）は 1,257 人、高齢化率は 56.8％の見込みとなっています。 

 

 

総人口・高齢化

率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実績 推計 

 

令和 

3年 

令和 

4年 

令和 

5年 

令和 

6年 

令和 

7年 

令和 

8年 

令和 

12年 

令和 

22年 

令和 

32年 

0～64歳（人） 3,232 3,096 3,030 2,838 2,727 2,601 2,193 1,406 845 

65～74歳（人） 1,224 1,175 1,107 1,058 996 956 783 595 485 

75歳以上（人） 1,835 1,821 1,821 1,831 1,823 1,804 1,698 1,257 894 

 うち 85歳以上（人） 773 760 762 785 776 784 754 643 437 

総人口 （人） 6,291 6,092 5,958 5,727 5,546 5,361 4,674 3,258 2,224 

高齢化率 48.6% 49.2% 49.1% 50.4% 50.8% 51.5% 53.1% 56.8% 62.0% 

 うち前期高齢者 19.5% 19.3% 18.6% 18.5% 18.0% 17.8% 16.8% 18.3% 21.8% 

 うち後期高齢者 29.2% 29.9% 30.6% 32.0% 32.9% 33.7% 36.3% 38.6% 40.2% 

（資料）実績：住民基本台帳人口（各年９月末日）、推計：コーホート変化率法による推計値 
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（２） 世帯  

本町の一般世帯数及び高齢者を含む世帯数は、減少が続いていますが、一般世帯に

占める高齢者世帯の割合は、令和２年時点で 68.7％となっています。 

また、高齢夫婦世帯数は減少傾向にありますが、高齢独居世帯数は増加しており、

令和２年時点で一般世帯に占める割合は、高齢夫婦世帯では 21.0％、高齢独居世帯で

は 23.0％となっており、全国及び徳島県と比べると高い値となっています。 
  

高齢者を含む世帯数・割合

の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢夫婦世帯、高齢独居世

帯数・割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 実績 

 平成 12年 平成 17年 平成 22年 平成 27年 令和２年 

一般世帯数 3,405 3,311 3,085 2,886 2,665 

 高齢者を含む世帯数 1,922 1,993 1,947 1,914 1,830 

  高齢夫婦世帯数 494 537 591 586 560 

  高齢独居世帯数 464 503 513 554 613 

（資料）国勢調査（各年 10月１日時点） 

 

本町・徳島県・全国の高齢者を

含む世帯等の割合 

（令和２年時点） 

 本町 徳島県 全国 

高齢者を含む世帯割合 68.7% 47.8 40.7 

高齢夫婦世帯割合 21.0% 12.2 10.5 

高齢独居世帯割合 23.0% 13.8 12.1 

（資料）国勢調査（各年 10月１日時点） 
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要介護１

要支援２

要支援１

認定率

２ 介護保険事業の状況   

 

（１）要支援・要介護認定者数の推移 

本町の要支援・要介護認定者数は、600 人弱で推移しており、令和５年 6 月末時点の

要支援・要介護認定者数は 576 人、認定率は 19.7％となっています。 

認定区分別に認定者数をみると、「要介護 1」が最も多く、「要支援１」、「要介護 4」と

続きます。 

 

要支援・要介護認定者数・率の推移 

 

  
平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 

令和 

4年度 

令和 

5年度 

認定者数 585  595  583  592  574  574  576  

要支援１ 98  122  124  131  140  131  122  

要支援２ 54  50  49  45  39  58  66  

要介護１ 132  126  126  118  111  118  123  

要介護２ 91  87  79  81  71  70  68  

要介護３ 72  73  73  73  81  61  61  

要介護４ 89  85  81  100  95  94  94  

要介護５ 49  52  51  44  37  42  42  

認定率 18.6% 19.0% 18.8% 19.2% 19.1% 19.6% 19.7% 

※平成 29年度～令和４年度：各年度末時点 令和 5年度：6月末時点 

（資料）地域包括ケア「見える化」システム   
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全国
徳島県

鳴門市

小松島市

阿南市

吉野川市

阿波市

美馬市

勝浦町

上勝町

佐那河内村

石井町

神山町

那賀町

牟岐町

美波町

海陽町

松茂町

北島町

藍住町

板野町

上板町

つるぎ町

みよし広域連合

8.0

10.0

12.0

14.0

4.0 6.0 8.0 10.0

（２）調整済み認定率の比較 

本町の調整済み認定率（性・年齢調整を行い、同じ人口構成と仮定したもの）の分布

をみると、軽度認定率（要支援１～要介護２）は神山町、上勝町に次いで低く、重度認

定率（要介護３～５）は佐那河内村、勝浦町に次いで低い水準となっています。 
 

国・徳島県及び県内自治体との比較（調整済み重度認定率と軽度認定率の分布） 

（令和３年時点） 

 

（資料）地域包括ケア「見える化」システム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％ 
重度 

認定率 

軽度 

認定率 

全国 6.5  12.4  

徳島県 6.7  12.3  

徳島市 6.6  14.5  

鳴門市 6.7  12.0  

小松島市 6.3  12.8  

阿南市 7.3  10.4  

吉野川市 6.9  11.1  

阿波市 6.9  11.1  

美馬市 6.0  11.1  

勝浦町 8.9  9.5  

上勝町 5.2  13.3  

佐那河内村 6.6  9.5  

石井町 6.7  13.4  

神山町 4.8  11.5  

那賀町 6.7  9.9  

牟岐町 6.2  12.0  

美波町 5.5  9.8  

海陽町 5.7  10.6  

松茂町 5.9  12.6  

北島町 6.4  11.4  

藍住町 7.9  12.9  

板野町 6.6  13.8  

上板町 7.4  13.3  

つるぎ町 7.2  12.0  

みよし広域連合 6.7  10.2  
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353,848 350,350
359,274 340,418 329,530 330,961 342,128 333,036

102,746 91,432 84,928 79,936 80,324 81,024 80,648 83,965

585,258
524,420 516,978 532,861 512,286 528,000 498,970 487,497

1,041,852
966,202 961,180 953,215 922,140 939,985 921,747 904,498

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

平成27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度

【千円】

施設サービス給付費 居住系サービス給付費 在宅サービス給付費

（３）介護給付費の推移 

本町の介護給付費は、令和４年度では 9 億 4 百万円となっています。 

サービス区分別にみると、令和４年度の内訳は、施設サービスが３億 3 千 3 百万円、

居住系サービスが 8 千 3 百万円、在宅サービスが４億 8 千 7 百万円となっています。ま

た、総給付費に占める割合は、施設サービスが 3 割半ば、居住系サービスが１割弱、在

宅サービスが５割強となっています。 

 

総給付費・サービスごとの給付費実績の推移 

※千円以下を端数処理しているため、小計と各サービスの合計は一致しない場合がある 

（資料）地域包括ケア「見える化」システム 
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（４）給付費の状況 

第８期計画における本町の介護保険給付実績と計画値を比較したものが、次の表です。 

サービス別にみると、令和３年度、令和４年度ともに「介護老人福祉施設」、「地域密

着型通所介護」、「特定福祉用具販売」、「福祉用具貸与」については、実績値が計画値を

上回っています。 

 

サービスごとの給付実績と第８期計画値の比較 

  令和３年度 令和４年度 

  計画値 実績値 対計画比 計画値 実績値 対計画比 

施
設
サ
ー
ビ
ス 

小計 334,147 342,128 102.4% 334,332 333,036 99.6% 

介護老人福祉施設 214,288 242,165 113.0% 214,407 248,008 115.7% 

地域密着型介護老人福祉施設入所

者生活介護 
0 0 - 0 0 - 

介護老人保健施設 70,633 79,726 112.9% 70,672 68,012 96.2% 

介護医療院 21,744 13,936 64.1% 21,756 16,949 77.9% 

介護療養型医療施設 27,482 6,301 22.9% 27,497 67 0.2% 

居
住
系
サ
ー
ビ
ス 

小計 85,363 80,648 94.5% 85,410 83,965 98.3% 

特定施設入居者生活介護 0 808 - 0 3,070 - 

地域密着型特定施設入居者生活介

護 
0 0 - 0 0 - 

認知症対応型共同生活介護 85,363 79,840 93.5% 85,410 80,896 94.7% 

在
宅
サ
ー
ビ
ス 

小計 549,029 498,970 90.9% 559,929 487,497 87.1% 

訪問介護 52,674 46,143 87.6% 54,261 40,251 74.2% 

訪問入浴介護 4,835 2,156 44.6% 4,838 1,168 24.1% 

訪問看護 17,230 13,798 80.1% 17,523 14,651 83.6% 

訪問リハビリテーション 4,017 1,273 31.7% 4,182 1,087 26.0% 

居宅療養管理指導 4,985 4,486 90.0% 4,960 5,578 112.5% 

通所介護 108,284 101,775 94.0% 108,344 93,172 86.0% 

地域密着型通所介護 1,133 19,163 1691.3% 1,133 18,828 1661.8% 

通所リハビリテーション 55,484 47,962 86.4% 56,791 45,976 81.0% 

短期入所生活介護 139,751 122,320 87.5% 142,967 123,910 86.7% 

短期入所療養介護（老健） 0 0 - 0 120 - 

短期入所療養介護（病院等） 0 0 - 0 0 - 

短期入所療養介護（介護医療院） 0 0 - 0 0 - 

福祉用具貸与 22,591 21,513 95.2% 22,766 22,091 97.0% 

特定福祉用具販売 438 787 179.6% 438 931 212.7% 

住宅改修 2,199 3,548 161.4% 2,199 4,383 199.3% 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 0 0 - 0 0 - 

夜間対応型訪問介護 0 0 - 0 0 - 

認知症対応型通所介護 0 0 - 0 0 - 

小規模多機能型居宅介護 88,045 66,843 75.9% 92,176 69,417 75.3% 

看護小規模多機能型居宅介護 0 0 - 0 0 - 

介護予防支援・居宅介護支援 47,363 47,204 99.7% 47,351 45,934 97.0% 

（単位）千円 ※千円以下を端数処理しているため、小計と各サービスの合計は一致しない場合がある 

（資料）地域包括ケア「見える化」システム 
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（５）サービス別利用者数の推移 

本町のサービス別利用者数の推移は、次の表のとおりです。 

 

サービス別の利用実績の推移 

 平成 30 
年度 

令和元 
年度 

令和 2 
年度 

令和 3 
年度 

令和 4 
年度 

施
設
サ
ー
ビ
ス 

介護老人福祉施設 934  895  883  970  983  

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 0  0  0  0  0  

介護老人保健施設 311  303  290  295  238  

介護医療院 3  0  23  43  46  

介護療養型医療施設 95  90  69  17  1  

居
住
系 

サ
ー
ビ
ス 

特定施設入居者生活介護 0  0  0  6  13  

地域密着型特定施設入居者生活介護 0  0  0  0  0  

認知症対応型共同生活介護 316  316  306  302  298  

在
宅
サ
ー
ビ
ス 

訪問介護 987  924  936  807  664  

訪問入浴介護 39  37  45  38  30  

訪問看護 529  553  471  466  512  

訪問リハビリテーション 109  106  107  48  40  

居宅療養管理指導 633  616  648  636  640  

通所介護 1,481  1,299  1,110  1,032  1,007  

地域密着型通所介護 10  10  125  148  150  

通所リハビリテーション 999  1,104  1,062  995  959  

短期入所生活介護 860  787  769  740  765  

短期入所療養介護（老健） 0  3  0  0  3  

短期入所療養介護（病院等） 0  0  0  0  0  

短期入所療養介護（介護医療院） 0  0  0  0  0  

福祉用具貸与 2,276  2,285  2,263  2,284  2,295  

特定福祉用具販売 30  29  31  39  45  

住宅改修 32  44  29  50  48  

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 0  0  0  0  0  

夜間対応型訪問介護 0  0  0  0  0  

認知症対応型通所介護 9  9  0  0  0  

小規模多機能型居宅介護 340  352  374  352  346  

看護小規模多機能型居宅介護 0  0  0  0  0  

介護予防支援・居宅介護支援 3,988  3,954  3,931  3,801  3,731  

（単位）人 

（資料）地域包括ケア「見える化」システム 
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5.8 

4.0 

22.9 

20.7 

65.1 

65.6 

4.6 

5.7 

0.6 

0.3 

0.9 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回(R5)

n=651

前回（R２）

n=352

大変苦しい やや苦しい ふつう ややゆとりがある 大変ゆとりがある 無回答

３ アンケート調査結果にみる高齢者の状況等 

 

（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果の概要 

Q 現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか【単数回答】 

 

暮らしの状況を経済的にみて「苦しい（大変苦しい／やや苦しい）」と回答した割合

は、全体では３割弱となっており、前回調査（令和２年度）と比較すると 4 ポイント

低下しているものの、傾向に大差は見られません。 

 

また、家族構成別に結果をみると、「苦しい（大変苦しい／やや苦しい）」と回答した

割合は「１人暮らし」では３割弱、「夫婦２人暮らし」では２割半ば、「子との２世帯」

では３割強となっています。 

「１人暮らし」や「子との２世帯」において、より経済的な困窮を感じている方が多

い状況がうかがわれます。 

 

    

回
答
者
数 

割合（％） 

  

 

大
変
苦
し
い 

や
や
苦
し
い 

ふ
つ
う 

や
や
ゆ
と
り
が

あ
る 

大
変
ゆ
と
り
が

あ
る 

無
回
答 

全体 
今回 651 5.8 22.9 65.1 4.6 0.6 0.9 

前回（令和２年度） 352 4.0 20.7 65.6 5.7 0.3 3.7 

家族

構成 

1人暮らし 147 5.4 23.8 62.6 6.1 0.7 1.4 

夫婦 2人暮らし 304 4.6 21.1 70.1 3.9 0.3 0.0 

子との２世帯 112 5.4 26.8 59.8 5.4 0.9 1.8 
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8.9

14.2

17.1

23.3

41.2

36.6

30.4

24.1

2.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回(R5)

n=651

前回（R２）

n=352

ほとんど外出しない 週１回 週２～４回 週５回以上 無回答

Q 週に 1 回以上は外出していますか【単数回答】 

 

外出の頻度について、「ほとんど外出しない」と回答した割合は、全体では１割弱と

なっており、前回調査（令和２年度）と比較すると 5.3 ポイント低下しています。 

 

 

また、年齢別にみると、「ほとんど外出しない」と回答した割合は、80 歳未満の年齢

層では１割を切っていますが、80～84 歳では１割強、85 歳以上では１割半ばと年齢が

上がるにつれて上昇しています。 

 

    

回
答
者
数 

割合（％） 

  

 

ほ
と
ん
ど
外
出
し

な
い 

週
１
回 

週
２
～
４
回 

週
５
回
以
上 

無
回
答 

全体 
今回 651 8.9 17.1 41.2 30.4 2.5 

前回（令和２年度） 352 14.2 23.3 36.6 24.1 1.7 

年齢 

65～69歳 121 3.3 16.5 31.4 47.9 0.8 

70～74歳 122 4.1 10.7 41.8 43.4 0.0 

75～79歳 158 8.9 13.9 48.7 25.9 2.5 

80～84歳 116 11.2 23.3 36.2 23.3 6.0 

85歳以上 134 16.4 21.6 44.8 14.2 3.0 
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5.5 

5.7 

38.7 

34.1 

40.4 

50.0 

6.5 

4.5 

8.9 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回(R5)

n=651

前回（R２）

n=352

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

Q 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、い

きいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加

してみたいと思いますか【単数回答】 

 

地域づくりに向けた活動への参加については、6.5％が「既に参加している」と回答

しています。また、「是非参加したい」（5.5％）、「参加してもよい」（38.7％）をあわせ

ると、44.2％が参加の意向を示しており、前回調査（令和２年度）と比較すると 4.4 ポ

イント低下しているものの、傾向に大差は見られません。 

 

また、年齢別にみると、参加の意向をもっている（「是非参加したい／参加してもよ

い」）割合は、65～69 歳では５割強、70～74 歳では５割、75～79 歳では４割強、80～

84 歳、85 歳以上では４割弱と、年齢が上がるにつれて低くなっています。また、75

歳未満の年齢層では「参加してもよい」と回答した割合が最も高くなっていますが、

75 歳以上の年齢層では、「参加したくない」と回答した割合が最も高くなっています。 

 

    

回
答
者
数 

割合（％） 

  

 

是
非
参
加
し
た
い 

参
加
し
て
も
よ
い 

参
加
し
た
く
な
い 

既
に
参
加
し
て
い
る 

無
回
答 

全体 
今回 651 5.5 38.7 40.4 6.5 8.9 

前回（令和２年度） 352 5.7 34.1 50.0 4.5 5.7 

年齢 

65～69歳 121 4.1 47.1 40.5 6.6 1.7 

70～74歳 122 4.9 45.1 34.4 6.6 9.0 

75～79歳 158 7.6 34.8 40.5 7.0 10.1 

80～84歳 116 5.2 33.6 46.6 6.0 8.6 

85歳以上 134 5.2 34.3 40.3 6.0 14.2 
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1.5 

2.6 

24.0 

15.3 

59.8 

75.3 

5.8 

2.6 

8.9 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回(R5)

n=651

前回（R２）

n=352

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

Q 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、い

きいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世

話役）として参加してみたいと思いますか【単数回答】 

 

地域づくりに向けた活動への企画・運営（お世話）としての参加については、5.8％

が「既に参加している」と回答しています。また、「是非参加したい」（1.5％）、「参加

してもよい」（24.0％）をあわせると、25.5％が参加の意向を示しており、前回調査

（令和２年度）と比較すると 7.6 ポイント上昇しています。 

 

また、年齢別にみると、参加の意向をもっている（「是非参加したい／参加してもよ

い」）割合は、65～69 歳では３割強、70～74 歳では３割弱、75～79 歳と 80～84 歳で

は２割半ば、85 歳以上では２割弱となっています。 

 

    

回
答
者
数 

割合（％） 

  

 

是
非
参
加
し
た
い 

参
加
し
て
も
よ
い 

参
加
し
た
く
な
い 

既
に
参
加
し
て
い
る 

無
回
答 

全体 
今回 651 1.5 24.0 59.8 5.8 8.9 

前回（令和２年度） 352 2.6 15.3 75.3 2.6 4.3 

年齢 

65～69歳 121 1.7 32.2 58.7 5.8 1.7 

70～74歳 122 0.8 27.0 58.2 4.1 9.8 

75～79歳 158 0.6 24.7 58.9 8.2 7.6 

80～84歳 116 4.3 19.8 62.9 4.3 8.6 

85歳以上 134 0.7 16.4 60.4 6.0 16.4 
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53.1%

18.6%

42.7%

36.6%

15.8%

42.1%

2.5%

3.1%

3.2%

39.8%

15.6%

44.0%

31.8%

12.5%

33.2%

2.0%

5.4%

2.6%

0% 20% 40% 60%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

今回(R5)

n=651

前回（R２）

n=352

Q あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人【複数回答】 

Q 病気のとき看病や世話をしてくれる人【複数回答】 

 

心配事や相談を聞いてくれる人、病気のとき看病や世話をしてくれる人がいないと回

答した割合は、どちらも 10％を切っています。多くは家族や友人・知人を頼ることが

できる環境にあると考えられますが、誰一人取り残さない社会に向けて、見守り体制を

強化していく必要があるといえます。 

 

心配事や相談を聞いてくれる人               病気のとき看病や世話をしてくれる人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.8%

20.3%

37.6%

18.1%

2.8%

5.4%

1.7%

6.5%

4.0%

44.6%

20.7%

46.0%

15.9%

1.7%

3.1%

2.6%

7.7%

3.4%

0% 20% 40% 60%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

今回(R5)

n=651

前回（R２）

n=352
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9.8%

51.0%

4.1%

14.9%

14.9%

13.5%

5.7%

6.5%

7.5%

19.2%

5.5%

4.1%

0.9%

1.4%

1.4%

0.6%

17.7%

8.1%

8.6%

4.6%

11.6%

42.6%

3.1%

10.2%

12.2%

9.7%

6.0%

6.3%

7.4%

16.8%

7.7%

4.0%

1.7%

0.6%

1.4%

0.3%

17.3%

6.3%

10.5%

6.5%

0% 20% 40% 60%

ない

高血圧

脳卒中（脳出血 脳梗塞等）

心臓病

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

外傷（転倒・骨折等）

がん（悪性新生物）

血液・免疫の病気

うつ病

認知症(アルツハイマー病等)

パーキンソン病

目の病気

耳の病気

その他

無回答

今回(R5)

n=651

前回（R２）

n=352

Q 現在治療中、または後遺症のある病気はありますか【複数回答】 

「高血圧」（51.0%）が最も高く、「筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）」

（19.2％）、「目の病気」（17.7%）と続きます。 

前回調査（令和２年度）と比較すると「高血圧」の回答割合がやや上昇しています。 
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30.1

28.7

65.9

66.2

4.0 

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回(R5)

n=651

前回（R２）

n=352

はい いいえ 無回答

Q 認知症に関する相談窓口を知っていますか【単数回答】 

 

認知症に関する相談窓口を「知っている（はい）」と回答した割合は 30.1%となって

おり、前回調査（令和２年度）と同程度となっています。 

 

 

 

年齢別にみると、「はい」と回答した割合は、65～69 歳と 70～74 歳では３割、75～

79 歳、80～84 歳では３割弱、85 歳以上では３割強となっています。 

 

    回
答
者
数 

割合（％） 

  

 は
い 

い
い
え 

無
回
答 

全体 
今回 651 30.1 65.9 4.0 

前回（令和２年度） 352 28.7 66.2 5.1 

年齢 

65～69歳 121 30.6 68.6 0.8 

70～74歳 122 30.3 64.8 4.9 

75～79歳 158 29.7 66.5 3.8 

80～84歳 116 28.4 65.5 6.0 

85歳以上 134 31.3 64.2 4.5 
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（２）在宅介護実態調査結果の概要 

 

Q 現在の（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険サービス利用の有無【単数回答】 

 

82.7%が「利用した」と回答してい

ます。 

また、要支援・要介護度別にみると、

「利用した」と回答した割合は、要支

援では８割弱、要介護では９割弱とな

っています。 

 

    

回
答
者
数 

割合（％） 

  

 

利
用
し
た 

利
用
し
て
い

な
い 

無
回
答 

  全体 104 82.7 17.3 0.0 

要介護認定度 
要支援 58 77.6 22.4 0.0 

要介護 46 89.1 10.9 0.0 

 

Q ご家族やご親族の方からの介護の頻度（同居していない子どもや親族等からの介護を含む）【SA】 

 

40.4%が「ほぼ毎日ある」と回答して

います。 

また、要支援・要介護度別にみると、

「ほぼ毎日ある」と回答した方の割合は、

要支援では２割強、要介護では６割半ば

となっています。 

 

    

回
答
者
数 

割合（％） 

  

 な
い 

家
族
・
親
族
の
介
護

は
あ
る
が
、
週
に
１

日
よ
り
も
少
な
い 

週
に
１
～
２
日
あ
る 

週
に
３
～
４
日
あ
る 

ほ
ぼ
毎
日
あ
る 

無
回
答 

  全体 104 36.5 9.6 7.7 4.8 40.4 1.0 

要介護 

認定度 

要支援 58 55.2 13.8 8.6 1.7 20.7 0.0 

要介護 46 13.0 4.3 6.5 8.7 65.2 2.2 

 

利用した

82.7%

利用して

いない

17.3%

無回答

0.0%
n=104

ない

36.5%

家族・親族

の介護はあ

るが、週に１

日よりも少

ない

9.6%

週に１～２日ある

7.7%

週に３～４日

ある

4.8%

ほぼ毎日

ある

40.4%

無回答

1.0%
n=104
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主な介護者が

仕事を辞めた

（転職除く）

9.2%

主な介護者以外の

家族・親族が仕事を

辞めた（転職除く）

1.5%

介護のために仕事を辞めた

家族・親族はいない

78.5%

わからない

1.5%

無回答

9.2%

n=65

Q ご家族やご親族の中で、あなたの介護を主な理由として、過去１年の間に仕事を辞めた方の有無（現

在働いているかどうかや、現在の勤務形態は問いません）【単数回答】 

78.5%が「介護のために仕事を辞めた

家族・親族はいない」と回答している

一方、9.2%が「主な介護者が仕事を辞

めた（転職除く）」と回答しています。 

また、要支援・要介護度別にみると、 

「主な介護者が仕事を辞めた（転職

除く）」と回答した割合は、要支援では

１割弱、要介護では１割強となってい

ます。 

 

    

回
答
者
数 

割合（％） 

  

 

主
な
介
護
者
が
仕
事
を

辞
め
た
（
転
職
除
く
） 

主
な
介
護
者
以
外
の
家

族
・
親
族
が
仕
事
を
辞

め
た
（
（
転
職
除
く
） 

主
な
介
護
者
が 

転
職
し
た 

主
な
介
護
者
以
外
の
家

族
・
親
族
が
転
職
し
た 

介
護
の
た
め
に
仕
事
を

辞
め
た
家
族
・
親
族
は
い

な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

  全体 65 9.2 1.5 0.0 0.0 78.5 1.5 9.2 

要介護 

認定度 

要支援 26 7.7 0.0 0.0 0.0 84.6 0.0 7.7 

要介護 39 10.3 2.6 0.0 0.0 74.4 2.6 10.3 

※ご家族やご親族の方からの介護が「ない」以外を回答した方を対象としています。 

 

Q 主な介護者の方の年齢【単数回答】 

 

「60 代」（32.3%）が最も高く、「50 代」

（21.5%）、「70 代」（21.5%）と続いています。

また、主な介護者の 7 割弱が 60 歳以上と回答

しており、いわゆる老々介護の状態となって

いることがうかがわれます。 

 

 

 

 

 

 

 

40代以下

6.2%

50代

21.5%

60代

32.3%

70代

21.5%

80歳以上

13.8%

わからない

1.5%

無回答

3.1%
n=65
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Q 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等について、

ご回答ください（現状で行っているか否かは問いません）【複数回答】 

 

「認知症状への

対応」（26.2%）が

最も高く、「外出の

付き添い、送迎等」

（23.1％）、「屋内

の 移 乗 ・ 移 動 」

（21.5％）と続き

ます。 

 

 

 

 

 

また、要支援・要介護度別にみると、要支援では「屋内の移乗・移動」（23.1％）が最

も高く、要介護では「認知症状への対応」（41.0％）が最も高くなっています。 

 

    

回
答
者
数 

割合（％） 

  
 

日
中
の
排
泄 

夜
間
の
排
泄 

食
事
の
介
助
（
食

べ
る
時
） 

入
浴
・
洗
身 

身
だ
し
な
み
（
洗

顔
・
歯
磨
き
等
） 

衣
服
の
着
脱 

屋
内
の
移
乗
・
移

動 

外
出
の
付
き
添

い
、
送
迎
等 

服
薬 

  全体 65 16.9 15.4 4.6 10.8 3.1 4.6 21.5 23.1 6.2 

要介護 

認定度 

要支援 26 3.8 3.8 0.0 7.7 3.8 0.0 23.1 15.4 3.8 

要介護 39 25.6 23.1 7.7 12.8 2.6 7.7 20.5 28.2 7.7 

 

    

回
答
者
数 

割合（％） 

  

 

認
知
症
状
へ
の
対
応 

医
療
面
で
の
対
応
（
経

管
栄
養
、
ス
ト
ー
マ 

等
） 

食
事
の
準
備
（
調
理

等
） 

そ
の
他
の
家
事
（
掃
除
、

洗
濯
、
買
い
物 

等
） 

金
銭
管
理
や
生
活
面
に

必
要
な
諸
手
続
き 

そ
の
他 

不
安
に
感
じ
て
い
る
こ

と
は
、
特
に
な
い 

主
な
介
護
者
に
確
認
し

な
い
と
、
わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

  全体 65 26.2 4.6 20.0 12.3 4.6 6.2 6.2 6.2 7.7 

要介護 

認定度 

要支援 26 3.8 3.8 15.4 15.4 7.7 7.7 11.5 11.5 11.5 

要介護 39 41.0 5.1 23.1 10.3 2.6 5.1 2.6 2.6 5.1 

 

16.9%

15.4%

4.6%

10.8%

3.1%

4.6%

21.5%

23.1%

6.2%

26.2%

4.6%

20.0%

12.3%

4.6%

6.2%

6.2%

6.2%

0% 20% 40%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

ｎ＝65


